
県 関 係 部 長 と の 意 見 交 換 会 

 

平成２７年８月２１日（金）、２６日（水） 

 

 三重県町村会政務調査委員会は、８月７日（金）に開催された第 68回定期総

会で採択された平成２８年度国、県に対する要望事項について、県関係部長と

の意見交換会を実施した。 

 この意見交換会は、毎年、次年度の施策及び予算編成に関する要望事項を実

現するために、県各関係部長等の出席を得て意見交換を行っているものである。

各県部局長から部長をはじめとする担当幹部職員の出席を願い、要望事項に対

する県の考え方をはじめ、課題の解決に向けた施策、予算措置等、又、国等へ

の働きかけなどについて聞き取ることができる貴重な機会となっている。 

 

 行財政分野関連では、町が地方創生に向けて新たな取組を行う上で、都市計

画法や農地法など県の異なる部局に支障となる規制や権限に対しては、町の計

画が実現できるよう関連部局が横断的かつ柔軟に対応するよう求めた。また、

教育行政の分野においては、県教育事務所の廃止以降、指導主事が町の単独設

置になっていることについて、教育指導体制を強化していくためには児童生徒

のみならず教員への指導も重要であることから、指導主事の配置に係る協力と



財政支援を求めた。 

 また、防災産業経済関連では、巨大地震に対する対応はもとより、近年、極

めて大型化している集中豪雨、台風被害を軽減すするためには、河川・海岸堤

防の強化はもとより、慢性的に堆積していた河川の河床が、大雨等による土砂

の流入も加わり上昇していることから、喫緊の課題として河川の堆積土砂の撤

去を国に対して提言していくよう要請した。 

 その他、各関係部局に所管する課題に係る要請、意見を述べるとともに、明

年、伊勢・志摩地域において主要国首脳会議（伊勢志摩サミット）が開催され

るにあたり、来年度における市町関連事業の予算がマイナス影響を受けること

がないよう平成２８年度の予算編成に対しても特段の配慮を求めた。 

 政務調査委員会としては、引き続き、県議会、県選出国会議員に対し、喫緊

の課題を重点に、要望事項の実現に向けた要請活動を実施していくこととして

いる。 

 

 両日の意見交換日程は、次のとおりである。 

 ○８月２１日（金）  総務部・戦略企画部    部長他 

            防 災 対 策 部    部長 

                         廃棄物対策局長他 

            環 境 生 活 部    部長他 

            警 察 本 部    部長他 

            ※地域連携部次長、市町行財政課長は終日出席 

 

○８月２６日（水）  健 康 福 祉 部     部長 

                        医療対策局長 

                        子ども・家庭局長他 

            教 育 委 員 会     教育長他 

            雇 用 経 済 部     部長他 

            農 林 水 産 部     部長他 

            県 土 整 備 部     部長他 

            地 域 連 携 部     部長 

                        スポーツ推進局長 

                        南部地域活性化局長他 

            ※地域連携部次長、市町行財政課長は終日出席 

 


